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男 5，290人 (+36)

女 5， 1 96人(+12) 
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， 8511月号
『圃園周囲---

世帯数 3， 1 50戸(+23) 

10月 1日現在( )内は前月比 ;
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十
一
月
二
十
日
制
か
ら
十
一
月
二
十
四
日
同
の
五
日
問
、
昭
和
町
立

町
民
体
育
館
で
第
五
十
五
回
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権

大
会
が
来
年
の
か
い
じ
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。こ

の
大
会
は
全
日
本
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
決
め
る
個
人
戦
で
、
試
合
方
法
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
第
一
位
、

第
二
位
、
第
三
位
(
三
位
決
定
は
行
わ
ず
三
位
を
二
名
と
す
る
)
を
決

定
し
ま
す
。
階
級
は
ラ
イ
卜
フ
ラ
イ
級
か
ら
ス
ー
パ
ー
ヘ
ビ

l
級
ま
で

の
十
二
階
級
で
各
級
の
参
加
選
手
が
三
十
二
名
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合

は
、
十
一
月
十
九
日

ω午
後
六
時
よ
り
予
選
を
行
い
、
大
会
に
向
い
ま

す
。北

は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
県
ま
で
全
国
か
ら
選
手
・
監
督
を
は
じ
め

競
技
役
員
(
審
判
員
)
の
方
々
が
私
達
の
昭
和
町
を
訪
れ
、
来
年
の
か

い
じ
国
体
同
様
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
大

会
を
機
会
と
し
て
さ
ら
に
多
く

の
町
民
の
み
な
さ
ん
が

f

参
加
さ

週

れ
、
リ

圃

ハ
l
サ
ル

司
大
会
、
そ

一
し
て
国
体

参
加
の
中
で

成
功
さ
せ
ま

『しょ、っ
。
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Y‘ー=
日
本
全
国
よ
り

四
百
人
が
来
町

わつよし報広

輸を広げよう・・・・・
〆 昭和町

りくZA花司3大会を支え盛り上げる
準備も着々 と・・・
大会は、すでに秒読み段階、大会参加者を

暖かく迎えるため また大会を支え盛り上げ

る準備も着々と進んでいます。

私クラブによる

…昭和バイパスの清掃…
昭和町老人クラブ連合会は、国体を機に、

春と秋の年二回昭和バイ パスの美化運動に協 j

i 力しています。 i 



わつよし幸良広( 3 )昭和 60年 11月 1日発行

コ亡大
月 日 競技日程 検 診 計 量

11月19日
18:00 予 選 l3:00 

第1回検診・計量
出場選手全員

(火) (10分前点呼)

11月20日
10:00 

開 会 式
8:00 

第2回検診・計量

体) 各級 1回戦 (10分前点呼)
第 2回以後の

11月21日 第3回検診・計量
検診 ・計量は

(劇
10:00 各級 2回戦 8:00 

(10分前点呼) 当日 出場する

選手のみ行う 。

11月22日
10:00 各級 3回戦 8:00 

第4回検診・計量 出場者数によ
(金) (10分前点目乎)

り日程に変更

11月23日 第5回検診・計量
がある 。

(土)
10:00 各級準決勝 8:00 

(10分前点呼)

11月24日
10:00 

各 級 決 勝
8:00 

第6回検診・計量

(日) 閉 会 式 (10分前点呼)

日
A
Q
玄

マーチ

「富士晴れやかに」 など

窃毘
甲府昭和高校ブラスバンド部

大会の式典を盛り上げ、るため、連日放

課後の 2時間、暗 くなるまで猛練習を続

けています。「部員30名、開校して二年と

まだ若いメ ンバーですが、やる以上は日

ごろの練習の成果を聞いてもらいたいり

と指導の小松先生は話してくれました。

大
会
期
間
中
は
、
役
場
職
員
が
大
会
運
営
の
た
め
不
在
と
な
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
方
に
大
変
ご
め
い
わ
く
を
お
か
け
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

-・・・・ふれあいの

婦人会、愛育会、栄養改善推進員のみなさんの

協力により、空きカンを利用してのタノ〈コのす

いがら入づくりなどの作業が、大会に向けて

急ピ ッチに進められています。

T"環境美化に協力"

企まこ、ころこもつだブレゼ、ントに.グ

上河東二区、見上はな江き んをはじめとす

る桑の実会のみなさんは、来年のかいじ国体に

向けて、和中氏で作三っ た人形 (イチゴ娘) をプ

レゼントにと、張り切っています。
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本
年
度
の
ボ
ク
シ

ン
グ
の
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
を
集
め
て

の
全

日
本
選
手
権

(
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
)
を
当
町
で
開
催
す
る
運

び
で
あ
る
が
、
本
県
の
選
手
は
当
役
場
職
員
の
大
江
至
選
手

を
中
心
に
、
網
野
、
瀬
川、

桧
山
、
中
洞
、
木
村
と
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
を
揃
え
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
が
今
か
ら
楽
し
み
で

あ
る
。
今
年
の
わ
か
と
り
国
体
ま
た
か
い
じ
国
体
優
勝
へ
の

期
待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
毎
日
厳
し
い
練
習
に
耐
え
力

一
杯
精

進
を
続
け
て
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
は
基
よ
り
山
梨
県

民
の
絶
大
な
る
御
声
援
を
い
た
だ
き
、
そ
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
関
係
者
の
尚
一
層
の
努
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
当
昭
和
町
が
、
ボ
ク
シ
ン
グ
を
通
し
て
す
ば
ら
し
く
活

気
に
満
ち
興
奮
す
る
日
も
近
い
と
信
ず
る
。

山
梨
県
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟

わ-つよし報広

‘F

旧
役
場
庁
舎
の
練
習
場
で
毎
日
猛
練
習

~ 

か
つ
て
或

る
新
聞
社
が

女
子
大
学
生

を
対
象
に
ス

ポ
ー
ツ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行

っ
た

と
こ
ろ
、
最

も
男
性
的
な

ス
ポ
ー
ツ

に
ボ
ク
シ

ン
グ
が
あ

げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ

れ
だ
け
多

く
の
女
性

が
実
際
に

ボ
ク
シ

ン

グ
を
観
戦

し
て
い
る

と
は
限
り

ま
せ
ん
が

「
男
性
的

ス
ポ
ー
ツ
」

と
印
象
づ

け
ら
れ
て

い
フ
Q

こ
〉
」

は
事
実
で
し

た
。
ボ
ク
シ

ン
グ
は
単
に

拳
で
打
ち
合

う
衝
動
的
な

動
作
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

又
男
性
的
、

忍
耐
力
、
勇

Z量

気
の
み
が
中
心
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ボ
ク
シ

ン
グ
は
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
種
目
と
し
て
数
千
年
の
古
い
歴
史
を

も
っ
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
近
代
ボ
ク
シ

ン

グ
は
十
八
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
り
、

後
に
世
界
の
国
々
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は

一
九一

二

年
東
京
で
始
ま
り

ま
し
た
。
現
在
、
世
界
連
盟
の
加
盟
国

は

二
ニ
七

ヶ
国

(
一
九
八
五
年
)
あ
り
、

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
で
陸
上

'

競
技
に
次
い
で
参
加
人
員
が

h
F
・
多
く
、
世
界

の
各
国
で
親
し

t
'
d
ま
れ
て
い
る

ス
ポ

ー

ツ
で

匡

F
す
。

の
嗣
凶
凶
凶
〕

ー

ク

。
試
合
時
間
は
ジ
ユ
ニ
ア
が

，

，

，
F

二
分
三
ラ
ウ
ン
ド
、
シ
ニ

-，J、
，

ア
が
三
分
三
ラ
ウ

ン
ド
で

コ
μ
そ
の
聞
に

一
分
の
休
憩
が

--、、，

チ

ク

ト

引
出
向
じ
体
重
の
範

『
〆
‘
‘
川
門

囲
内
で
対
戦
し
ま
す
。
階

問
、
.
，
，

級
は
別
表
の
と
お
り
十
二

-
J

階
級
に
分
け
て
行
い
そ

競
技
の
判
定

-
ポ
イ
ン
ト
勝
。
得
点
を
多
く
得
た
方

が
勝
ち
で
す

0

・
棄
権
勝
。
相
手
が
棄
権
し
た
と
き

0

・
レ
フ
リ

l
・
ス
ト
ッ
プ
・
コ
ン
テ
ス

ト
勝
。

(R
S
C
)u
実
力
に
大
差
が
あ

る
と
き
、
ひ
ど
い
負
傷
、
強
打
を
受

け
た
と
き
。

-
失
格
勝
。
相
手
が
反
則
を
し
た
と
き

0

・
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
勝

(K
O
)。
相
手
が

ダ
ウ
ン
し
て
十
秒
以
内
に
競
技
が
続

け
ら
れ
な
い
と
き
。

-
ノ
l
コ
ン
テ
ス
ト

(N
C
)。
施
設
の

故
障
や
天
候
の
異
変
な
ど
、
競
技
者

レ
フ
リ
ー
の
責
任
外
の
こ
と
で
試
合

が
続
行
で
き
な
い
と
き
は
、
勝
敗
を

決
め
ま
せ
ん
。

・
不
戦
勝

(W
O
)。
相
手
が
遅
刻
や
急

病
な
ど
で
競
技
で
き
な
い
と
き。

。
得
点
法
。
各
ラ
ウ
ン
ド
終
了
後
に
優

勢
の
方
に
二

O
点
、
劣
勢
の
方
は
比

例
的
に
減
点
さ
れ
、
こ
の
一
点
に
対

し
て
補
助
点
三
点
が
相
当
し
ま
す
。

得
点
打
は
握

っ
た
グ
ロ
ー
ブ
の
ナ

ッ

ク
ル

パ
l

ト

(色
別
)
で
相
手
の

ベ

ル
ト
ラ
イ

ン
か
ら
上
の
前
面
と
側
面

に
直
接
当

っ
た
打
撃
で
す
。
試
合
終

了
後
、
総
点
数
が
同
点
と
な

っ
た
場

合
は
試
合
中
の
主
導
権
を
握

っ
た
方

か
、
或
は
よ
り
よ
い
ス
タ
イ
ル
を
示

し
た
方
が
勝
者
と
な
り
ま
す
。

こ
れ

も
同
等
の
と
き
は
優
れ
た
防
御
を
示

し
た
方
が
勝
者
と
な
り
ま
す
。

ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
は
単

に
肉
体
的
な
強
さ
や
運
動
神
経
の

良
さ
の
み
で
は
優
れ
た
選
手
と
な

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
総
合
的

に
鍛
え
抜
い
た
身
体
そ
れ
に
支
え

ら
れ
て
発
揮
さ
れ
る
洗
錬
さ
れ
た

技
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
し
て
選

手
達
は
人
間
の
能
力
の
極
限
に
挑

む
努
力
し
続
け
て
い
ま
す
。
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
選
手
は
人
間
性
に
お

い
て
も
優
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と

も
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

‘

階 級 体重 kg 
モ ス キ ト ~ 45 (ジュニアのみ)
ライ 卜 フ ラ イ ~ 48 

フ フ イ 48 超え 51 まて:、

/¥ ./ タ Lλ 51 // ~ 54 // 

フ ヨ二 ザ‘ 54 // ~ 57 // 

フ イ ト 57 // ~ 60 // 

ライトウエ jレター 60 // ~ 63.5 // 

ウ 立こ jレ タ 63.5 // ~ 67 // 

ライ 卜 、旬、、 ド jレ 67 //ー71 // 
、、、、 ド jレ 71 // ~ 75 // 

ライ 卜ヘビー 75 // ~ 81 // 
ノ¥ ピ 81 // ~ 91 // 

スーパーヘビー 91 グ無制限 // 

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

楽
し
い
観
戦

観
戦
や
声
援
の
際
な
ど
に
は
、
次
の

点
に
注
意
し
、
お
互
い
に
気
持
よ
く
楽

し
み
た
い
.も
の
で
す
。

-v観
戦
は
、
大
会
関
係
者
の
指
示
に
従

い
、
競
技
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

-v声
援
は
フ

ェ
ア
ー
に
行
い
ま
し
ょ
う

(
ヤ
ジ
は
禁
も
つ

)

.
カ
メ
ラ
撮
影
す
る
場
合
の

ス
ト
ロ
ボ

や
フ
ラ

ッ
シ
ュ
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

0

・
会
場
内
で
の
喫
煙

(
タ
バ
コ

)
は、

指
定
の
場
所
で
し
て
下
き
い
。

-v会
場
の
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ゴ
ミ
、
空
き
カ
ン
は
持
ち
帰

る
か
、
く
ず
箱
へ
。



( 5 )昭和 60年 11月 1官発行 広報しようわ

第 ，駐 車 '場

2 | 練 習 ぷヱ〉エ、 場

3 | 実 方自 本 部

4 I (一階) 選手控室

4 I (二階) 日連役員会議室

5 |練 習 iZk 工 場

6・ | 第ご駐車場 (救急専用)

7 庖

8 i検診 ・計 量 会場

9 |弁 当 ヲ| 換 所

10 I湯 茶 接 待 所

11 I選手専 用トイレ

12 I受 イ寸 案 内 所

13 I輸送・警備本部

14 I選 手 控 ニrニ」圭広」二， 

15 I競 技 iヱbエ、 場

大会期間中はj昆雑が予想されます。お近くの人は歩くか自転車で、

予 また自動車を利用される人は相乗りでお願いします。

守、



昭
和
五
十
九
年
度
の
昭
和
町
一
般
会

計
・
国
民
健
康
保
健
特
別
会
計
・
渇
水

対
策
特
別
会
計
・
老
人
保
健
特
別
会
計

の
決
算
が
九
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

当
初
一
六
億
五
、

O
九
四
万
三
千
円

の
一
般
会
計
予
算
は
税
収
な
ど
の
伸
び

に
よ
り
決
算
収
入
額
は
、
二
四
億
五
、

五
九
七
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

乙
れ
に
対
し
て
、
支
出
額
は
二
四
億

二
三
六
万
九
千
円
で
、
同
年
度
は
西
条

小
学
校
の
建
設
な
ど
に
よ
り
教
育
費
が

昭和 60年 11月1日発行(6 ) 

えと¥じ、
ロ三¥三ち涜渋乙三氏二戸ふ川:よふkじ三♂:に:

わ-つよし幸良広

金

別

)

付

特

路

交

策

2

税

対

金

コ

税

得

全

金

付

・
円

与

取

金

安
付

寄

万
譲
債
車
入
通
交

他

3
方

動

繰

交

の
引
地
町
自

mm
え
7

叶吋，

EL
一

動
干
一

巳』

1
4

1
佐
一
向

料
逝

用

幻

使

最
も
大
き
い
割
合
で
し
た
が
、

ω年
度

は
土
木
が
増
加
し
ま
し
た
。
乙
れ
は
、

主
に
釜
無
工
業
団
地
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管

理
棟
の
豪
鼠
・
道
路
新
設
改
良
の
用
地

買
収
費
工
事
費
・
土
地
区
画
整
理
組
合

へ
の
補
助
・
街
路
事
業
及
び
河
川
改
修

な
ど
の
事
業
に
生
る
も
の
で
す
。

翌
年
度
へ
の
繰
越
顧
知
宝
、
三
六

一

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

AJ

(
昭
和
五
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
昭
和

六
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に
税

金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
グ
ラ

フ
と
表
を
使
っ
て
表
わ
し
ま
し
た
。
)

昭和55年度

昭和56年度

昭和57年度

固定資産税 町 民税 !電気税 町たばこ その他
消費税

93，066円 67，359円 13，970円 3，868円 821 円
一・

住宣車 際 E3 三玉~ 

歳出科目 金 客員 ilC歳伺 ヰ月τ霞7鉱
医療諸費 201.220 支払基金交付金 140，571 

医療諸費 201.220 支払基金交付金 140，571 

諸支出金 5，865 国庫支出金 39，265 

償 還 金 5.865 国庫支出金 39.265 

総務費 160 繰入金 10，394 

会総 務管理費 160 一般会計繰入金 10.394 

予備費 。県支出金 9.832 

予 備 費 。県負担金 9，832 

繰越金 9，705 

繰 越 金 9.705 

諸収入 2.147 

雑 入 2.147 

延滞金及加算金 。
預金利子 。

総 額 207.245 総 額 211，914 

昭和58年度

昭和59年度

(単位:千円)
渇水対策特別会計

(単位:千円)老人保健特別会計

客員金歳出科目

6，244 入収諸6.251 渇水対策費

6.244 入雑 L6，251 渇水対策費

205 

205 

6.449 

金

額

金

越

越

繰

総

繰。
。

6，251 

費

客員

費

備

備

総、

予

予
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八八一般会計八八

歳入 (単位 :千円)

歳入科目 金 額

町 税 1，829， 1 63 

固 定 資 産 税 95 O. 5 7 5 

町 民 税 688.002 

電 気 税 142.694 
町たば ζ 消 費税 39.509 
軽自動日 車 税 7，583 
特別土地保 脊税 800 
ガ ス 税 。

国庫支出金 202.667 
国庫補助 金 1 45，359 

国庫負担金 52.722 

委 託 金 4.586 
諸 収 入 82.747 

雑 入 73.933 

町預 金利子 8.658 
延滞金'加算金及過料 156 

県支 出金 82.588 

県 補 助 金 73，640 
県ー 負 1!! 金 6.415 

委 託 金 2，533 
繰 越 金 61. 506 

繰 越 金 61. 506 

分担金及負担金 58.979 

負 担 金 38，879 
分 1!! 金 2 0.100 I 

財産 収入 33.1 15 
財産運用収入 27，101 
財産 売払 収 入 6.014 

使用料及手数料 26.484 

使 用 料 22.251 
証 t長 収 入 3，758 
手 ー数 料 475 

地方譲与税 19，958 

自動車重量譲与税 1 2，134 
地方道路 譲与税 7，824 

町 債 19.800 

町 債 19，800 
自動E奪取得税交付金 18.966 

自動車取得税交付金 18，966 
繰 入 金 17.694 

繰 入 金 17.694 
交通安全対策特別交付金 2.307 

交通安全対策特別交付金 2.307 

寄 付 金 5 

寄 付 金 5 

地方 交 付税 。
地方 交付税 。
総 ，額 2，455，979 

歳出
歳出科 目 金 額

土木 費 689. 1 29 
道路橋りょう費 442.940 
都市計画 賞 167，374 
河 )11 費 38.687 
土木 管理費 36.290 
イJ 宅 費 ー3.838

総務 費 581.980 
総務管埋費 524.654 
徴 税 費 41. 794 
戸籍住民基本台帳費 9.088 
監査委員費 4.707 
統計調査費 1. 298 
選 挙 費 439 

教育費 378，729 
学校費 1 38.960 

教 育 総 務 費 1 22.628 
保健体育 費 69.049 
中 学 校 費 25，347 
社 会 教 育 費 22.745 

公債費 224.325 
公 債 費 224.325 

民生費 1 67.695 
児童福祉費 1 12.177 
社会福祉費 55.518 
災害救助費 。

農林水産業費 118.638 
農 業 費 118.638 

消防費 96.51 1 
j首 防 費 96.51 1 

衛生費 94.996 
保健 衛生 費 53.646 
清 掃 費 4 L 350 

議会費 45.294 
議 ぷZミミh 費 45.294 

商工費 4.803 
商 工 費 4.803 

諸支 出 金 269 
普通 財産取得 費 269 

災害復旧費 。
ト 災害復旧費 。
予備費 ~ 。

予 備 費 。
総 額 2，402，369 

広報しようわ

三三三三己.，主三'::.:;;:

‘'..<~: ..，....ベ
;二三戸:三三:云; デ ;に μ，ア万、て三示三仁;し 青:空空 とど三緑 ;どととど:ミフ産産産:業 :人d¥f…パ、二ヤ…ω

議会費 4，529万4千円(1.9%) その他 507万 2千円

衛生費 9，499万6千円
(4，0 %) 

消防費 9，651万1千円
(4，0 %) 

/ ( 0，2労〉

(商工費
諸支出金

土木費 |総務費 |教育費 |公債 費 | そ の他

67，469円 I56，979円 I37，079円 I21，963円 151，714円

国民健康保険特別会計 (単位:千円)

歳 出 科 目 金 額 歳 入科 目 金 客員

保健給付費 234，185 国庫支出金 160.827 
療 養 諸 費 215，654 国庫負担金 143，310 
品額療養費 13，996 国 庫 補 助 金 17，517 
助 産 費 4，100 国民健康保健税 138，491 
葬 祭 費 435 国民健康保健税 138.4 91 

老人保健拠出金 71，763 繰 越 金 40.7-54 
老人保健拠出費 71.763 繰 越 金 40，754 

総務費 10，613 療養給付費父付金 12，6-10 
総務 管 理費 9，641 療養給付費父付金 12，610 
徴 税 費 761 諸 収 入 3.763 
趣旨普及費 125 預 金 利 子 2.865 
運営協議会費

4，9896 0 
雑 入 898 

諸支出金 延滞金加算金及過料 。
償還金及還付償還金 4，990 県支出 金 1. 725 
延 J帯 金 。 県 補 助 金 1. 725 
繰 出 金 。分担金及負担金 400 

保健保施設費 1，555 負 担 金 400 
健施設費 1，555 使用料及手数料 100 

共同事業拠出金 7 子 数 事ヰ 100 
共同 事業 拠出 金 7 繰 入 金 。

基金積立金 。 他 会 計 繰 入 金 。
基金 積 立 金 。 基 金 繰 入 金 。

公債費 。
公 債 費 O 

予備費 O 
予 備 費 。
総 客員 323，113 

」 ー

総 額 358，670 
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1総合IC町の部〉で
り祭育体

わ

県

-つよ

第
三
十
八
回
県
体

育
祭
り
は
、
二
十
九

日
に
甲
府
市
の
小
瀬

ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
県

下
二
十
数
ケ
所
の
会

場
(
昭
和
町
・
ボ
ク

シ
ン
グ
会
場
)
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
本
町
は
、

総
勢
一

O
O
名
を
越

え
る
選
手
、
役
員
な

ど
を
動
員
堂
々
の
入

場
行
進
に
盛
大
な
拍

手
を
受
け
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

し報広

:
:
:
力
泳
・

刀
歳
に
な
る
桑
原
さ
ん

今
回
の
出
場
が
な
ん
と
十
数

回
と
か
。
ス
ポ
ー
ツ
こ
そ
健

康
の
秘
訣
と
い
-う

。
総
合
順
位

.
団
体
成
績

(
優
勝
)

(
町
の
部
)
六
位

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女
子
テ
ニ
ス

銃

剣

道

弓

道

男
子
テ
ニ
ス

(
準
優
勝
)

(
第
三
位
)

.
個
人
成
績

(
優
勝
)
小
池
寿
々
子
(
河
西
)

陸
上
女
子
一

O
O
m

(
第
三
位
)

桑
原
丑
寅
(
清
水
新
居
)

水
泳
男
子
五

O
m

五

O
歳
以
上
自
由
形

⑮⑮ 

昭
和
二
十
八
年
地
域
の
方
々
の
強
い

要
望
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
現
在
ま
で
乳

幼
児
保
育
に
大
き
く
貢
献
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
園
長
の
健
康
上
の
理
由
と
園

舎
も
古
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
規

に
現
在
地
よ
り
約
一
五

O
米
位
中
学
校

寄
り
に
新
築
、
六
十
二
年
四
月
開
園
を

め
ざ
し
、
押
越
の

三
神
さ
ん
が
引
継
ぐ

べ
く
手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
し

た
が

っ
て
現
在
措
置
さ
れ
て
い
る
乳
幼

児
は
勿
論
、
六
十
一
年
度
の
入
園
児
も

そ
の
ま
ま
新
し
い
園
舎
に
移
行
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
安
心
し
て
入
園
申

請
を
出
し
て
下
さ
い
。

早
川
園
長
の
廃
園
し
た
き
旨
の
申
し

出
に
よ
り
、
町
に
お
い
て
は
地
域
の
代

表
者
と
対
策
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
来

た
と
乙
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
押
原
地
域

辰蔵わ

男

子

パ

レ

・
友
に
初
優
勝

マ

マ

さ

ん

ソ

フ

ト

第
十
四
回
地
区
対
抗
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
と
第
六
団
地
区
対
抗
マ
マ
さ

ん
ソ
フ
ト
ボ
十
ル
大
会
が
十
月
十
日
、

体
育
の
自
に
行
わ
れ
一
戦
一
戦
、
熱
の

は
い

'っ
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
町
民
体
育
館

で
行
わ
れ
、
新
鋭
を
加
え
た
飯
喰
チ
ー

ム
が
圧
倒
的
な
強
さ
で
み
ご
と
初
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
も
秋
空
の
下
、

押
小
グ
ラ
ン
ド
で
子
供
達
の
「
ガ
ン
バ

レ
」
の
元
気
な
声
に
マ
マ
さ
ん
ら
は
、

と
し
て
は
、
地
域
内

K
残
し
他
国
に
分

割
す
る
乙
と
の
な
い
様
に
し
て
欲
し
い

と
言
う
強
い
要
望
に
基
づ
き
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
発
展
を
も
考
え
併
せ
て
、
な

ん
と
か
存
続
す
べ
き
方
途
を
県
と
も
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
好
余
曲
折
は
あ
り

ま
し
た
が
前
記
の
様
な
次
第
と
な

っ
た

訳
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
場
合
国
を
始
め
町
の
方
針
も
福

祉
法
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。
法
人
設
立
に
当
っ

て

は
、
措
置
を
要
す
る
乳
幼
児
が
多
く
、

ど
う
し
て
も
新
た
に
建
設
す
る
必
要
K
迫

ら
れ
て
始
め
て
許
可
に
な
る
訳
で
あ
り

ま
す
。
本
町
の
現
況
は
押
原
、
上
河
東

の
両
保
育
園
と
も
定
員
を
大
き
く
割

っ

て
お
り
、
町
全
体
か

3

り
し
て
も
残
り
の

三
保
育
園
で
措
置
可
能
の
状
態
で
あ
り

一
生
懸
命
白
球
を
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

初
優
勝
し
た
上
河
東
チ
1

ム
は
「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
練
習
の
成
果
で
勝
ち
と
っ

た
勝
利
」
と
、
喜
び
い

っ
ぱ
い
で
記
念

写
真
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

大

会

成

績

・・・男子
バ
レ
l
:
・

優

勝

:

・

飯

喰

準

優

勝

:

・

押

越

三
位
・
:
西
条
一
区

三
位
:
・
上
河
東
二
区

* 

認
可
を
得
る
の
が
難
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。
特
に
押
原
地
区
が
大
き
く
定
員

の
六
十
人
を
割
る
よ
う
で
は
認
可
は
望

め
ま
せ
ん
、
設
立
認
可
申
請
時
点
に
は

い
か
に
し
て
も
定
員
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
押
原
地
域
に
ど
う
し
て
も

保
育
園
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
言
う
要

請
か
ら
で
た
ζ

と
で
あ
り
ま
す
の
で
地

域
の
方
々
に
は
充
分
に
乙
の
乙
と
を
認

識
の
上
、
対
象
児
の
入
固
に
つ
き
特
段

の
考
慮
を
強
く
訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま

す。
な
お
上
河
東
保
育
園
に
つ
い
て
も
、

ま
だ
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
す
の
で
上
河
東

及
び
上
河
東
二
区
の
該
当
児
を
お
持
ち

の
皆
さ
ん
も
大
い
に
地
元
の
保
育
園
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
同

:
・
マ
マ
さ
ん

ソ
フ
ト
・
・
・

上

河

東

上
河
東
二
区

押

越
河

西

山
梨
県
体
育

功
労
者
表
彰

鷹

野

た

つ

子

氏

(
河
求
中
島
)

現
役
時
代
は
陸
上
短
距
離

選
手
と
し
て
活
躍
、
山
梨
県

陸
協
役
員
と
し
て
も
尽
力
、

高
校
体
育
の
育
成
に
も
努
力

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
が
学
校
に
入
学
し
た
と

き
も
友
達
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
集
団
生

活
に
も
大
変
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
乙
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
役
場
福
祉
課
保
育
園
担
当
ま

で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

保

育

料

の

軽

減

ρ

昭
和
町
は
保
護
者
の
保
育
料
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
、
町
の
助
成
処
置
に
よ
り
次

の
よ
う
に
限
度
額
を
定
め
て
い
ま
す
。

三
歳
未
満
児
は
最
高
三
万
二
千
円

三

歳

児

は

H

二
万
三
千
円

四
歳
児
以
上
は

H

二

万

円

と
し
て
、
そ
れ
以
上
は
徴
収
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
一
層
の
軽
減
処
置
を
講

ず
る
考
え
で
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
地
元
の
保
育
園
に
入
園
さ
せ
て
下
さ
い
。



おしらせ

争雪

秋
の
火
災
予
防
運
動

わ

十
一
月
二
十
六
日

j
十
二
月
二
日

-つ

火
災
が
多
発
す
る
季
節
と
な
り
、

「
怖
い
の
は
、
消
し
た
つ
も
り
と
消
え

た
は
ず
」
の
統
一
標
語
の
も
と
に
、
全

国

一
斉
花
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
防
火
防
災
意
識
を

高
め
、
死
傷
事
故
や
尊
い
財
産
を
失
う

火
事
を
だ
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
中
は
、
次
の
重
点
目
標
の
も
と

に
消
防
訓
練
立
入
検
査
、
防
災
教
室
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
展
開
し
ま

す
。
皆
さ
ん
も
機
会
あ
る
ご
と
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

《

重

点

目

標

《
《
《

O
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た
死

傷
防
止
対
策
の
徹
底

。
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策

の
推
進

。
特
定
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
安
全

の
確
保

。
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

よし報広( 9 )昭和 60年 11月 1日発行

一

火

の

用

心

…

⑨
寝
た
ば
乙
や
た
ば
乙
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い
。

⑨
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊

ば
せ
な
い
。

⑨
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

⑨
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い

0

.
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

⑨
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑨
ス
ト

ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。 七

つ
の
ポ
イ
ン
ト

は
「
全
国
青
少
年
育

札
成
強
調
月
間
」

青
少
年
が
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
役

割
と
責
任
を
自
覚
し
、
広
い
視
野
と
豊

か
な
情
操
を
培
い
、
心
身
と
も
健
や
か

に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
明
る
い

家
庭
ず
つ
く
り
を
基
本
と
し
、
地
域
社
会

の
共
通
な
理
解
に
よ
る
助
言
が
必
要
で

あ
る
と
信
じ
ま
す。

校
内
暴
力
が
沈
静
化
し
た
裏
で
い
ま

子
ど
も
の
間
の
「
い
じ
め
」
の
深
刻
化

が
社
会
問
題
と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
家
庭
や
地
域
に
お

い
て
は
、
子

ど
も
の
対
人
関
係
や
子
ど
も
達
の
欲
求

不
満
の
解
消
に
努
め
る
と
共
に
勇
気
を

も
っ
て
、
も
く
も
く
と
親
切
な
行
為
を

行
っ
た
者
の
発
見
に
つ
と
め
、
そ
れ
を

賞
賛
し
明
る
い
子
ど
も
社
会
の
醸
成
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議

農
家
の
皆
手
ん
へ

米
は
食
糧
管
理
法
に
よ
り
自
由
に
売

買
す
る
乙
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

生
産
し
た
米
は
農
林
大
臣
の
指
定
を
受

け
た
農
協
等
の
集
荷
業
者
以
外
に
は
売

渡
す
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
申
込
み
数
量
や
他
用
途
利
用
米

の
契
約
数
量
の
ほ
か
自
家
保
有
米
に
余

裕
の
あ
る
生
産
者
は
超
過
米
と
し
て
、

ま
た
特
定
米
穀
(
く
ず
米
)
等
す
べ

て

の
米
を
集
荷
業
者
を
通
じ
て
正
規
の
ル

!
卜
で
販
売
し
て
下
さ
い
。

食
糧
事
務
所
で
は
、
米
の
不
正
規
流

通
防
止
指
導
を
年
間
を
通
じ
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ヤ
ミ
米
に
関
す
る

情
報
は
左
記
に
ど
連
絡
下
さ
い
。

峡
中
地
区
適
正
集
荷
推
進
協
議
会

山
梨
食
糧
事
務
所
甲
府
支
所

連
絡
先
(
二
六
)
六
六
一
一

税
を
知
る
週
間

%
i
%

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は

「
税
を
知
る
週
間
」
。
み

つ
め
て
み
ま

せ
ん
か
、
税
の
ゆ
く
え
。

一
、
テ
レ
ビ
特
別
番
組

山
梨
放
送
日
/
/
8
午
前
叩
時

1

テ
レ
ビ
山
梨
日
/
9
午
前
日
時
叩
分

1

二
、
紙
上
座
談
会

山
梨
日
日
新
聞
日
/
勺
号
に
掲
載

三
、
税
の
書
道
展

岡
島
デ
パ
ー
ト
姑
設
会
場
日
/
/
8
1
ψ
勺

四
、
く
ら
し
の
中
の
間
接
税
展

向
島
デ
パ
ー
ト
特
設
会
場
ル
/
8
1
1
4

五
、
税
の
無
料
相
談

岡
島
デ
パ
ー
ト
姑
設
会
場
日
/
1
1
1
4

建
設
業
に
た
ず
さ
わ
る

皆
さ
ん
の
た
め
に
/

善
の
姿
、
安
全
で
容
易
な
方
法
、
増
改

築
用
の
住
宅
部
品
等
の
増
改
築
等
に
係

る
適
切
な
情
報
提
供
を
図
る
た
め
に
開

建
設
事
業
主
等
が
福
利
厚
生
施
設
を
催
し
ま
す
。

設
置
(
購
入
)
す
る
場
合
建
設
業
退
職
日
時
'
十

一
月
十
五
日

1
十
七
日

金
共
済
事
業
本
部
で
は
、
資
金
を
融
資
場
所
命
甲
府
市
東
光
寺
士
一丁
二
十
五

し

て

い

ま

す

。

山

梨

県

地

場

産

業

セ

ン

タ

ー

e
融

資

対

象

者

内

容

@

増

改

築

等

に

関

す

る

展

示

会

①

建

設

業

退

職

金

共

済

制

度

に

加

入

し

@

相

談

所

の

開

設

て
い
る
事
業
主

@
増
改
築
等
優
良
事
例
の
パ
ネ

②

構

成

員

(

事

業

主

)

の

過

半

数

が

建

ル

展

示

設
業
退
職
金
共
済
制
度

比

加

入

し

て

@

増

改

築

等

に

係

る

パ

ン

フ

レ

い
る
法
人
格
を
有
す
る

事

業

主

団

体

ッ

ト
の
配
布

-
融
資
対
象
施
設

.
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
等

労
働
者
住
宅
、
保
健
施
設
、
給
食
施

H
S

設
、
教
養
文
化
施
設

問

・

貸

付

条

件

町

①
日

間

闘

口

施

設
の
設
置
等
に
必
要
町

な
資
金
の
七

O
郊
で
労
働
者
住
宅
五
時

千
万
円
そ
の
他
の
施
設
三
千
万
円
、
事
一

業
主
団
体
が
設
置
ヲ
る
施
設
一
億
円

②
阿
川
凶
〕
七
・

一
%

③
悶

悶

岡

国

十
五
年
以
内
(
一
年
揖
置
)

④
聞
闘
阿
国

一一
一
ヶ
月
ま
た
は
六
ヶ
月

ご
と
の
元
金
均
等
償
還

《

お

問

い

合

せ

先

》

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
融
資
室

東
京
都
港
区
芝
公
園

一
1
七

1
六

中
退
金
ビ
ル
七
階

邸
や
ま
な
し
住
宅
展

増
改
築
フ
ェ
ア
の
開
催

よ
り
よ
い
住
ま
い
の
方
向
と
快
適
な

住
生
活
の
あ
り
方
及
び
増
改
築
等
の
意

義
、
増
改
築
等
に
よ
る
多
様
な
生
活
改

ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん

電
話
ケ
ー
ブ
ル
を

う
た
な
い
で
下
さ
い
。

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局



広報しようわ 昭和 60年 11月1日発行(10)

問問糊保健衛生だより

受 付時間

午後 l時

-2時

該当児

昭和59年10月生まれ

昭和60年 1月生まれ

昭和60年 4月生まれ

7月生まれ

持ち物 母子手帳・筆記用具

|母子手帳交付及び一般健康相談日

日時 11月 2日(土)・ 16日(土)

午前 9時-11時 30分

場 所 中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださし、。

妊娠証明書は必要ありません。

1歳 6か月児健康診査

実 施 日

受付時間

場所

該当児

持ち物

実 施 日

受付時間

場 所

該当児

持ち物

時

所

児山
コ

日

場

該

持ち物

11月 6日 (水)

午後 1時-2時

中央公民館

昭和 59年 3月 1日~昭和 59年 5月 31日までの出生

児、及び前回未受診児。

母子手帳・ l歳 6か月児健康質問票

2 歳児歯科検診

11月 27日(水)

午後 l時-1時 30分

中央公民館

昭和 58年 8月 1日-11月 30日までの出生児。

母子手帳・歯についての質問票・毎日使っているコッ

プと歯ブラシ

秋期ポリオ生ワクチン投与|

11月 8日 (金)午後 l時-2時

中央公民館

• 1回目 ...昭和60年 2月 1日~昭和60年 7月31日ま

での出生児

• 2回目・・・昭和59年 8月 1日~昭和60年 1月31日ま

での出生児

e昭和60年 2月 1日以前に生まれた子で 4歳以下の

未投与者。

母子手帳・問診票

※追加投与…上記の実施日に投与できなかった幼児について追加

投与を 11月 25日(月〉午後 l時-2時まで実施い

たします。

〈つぎのよ うな人は投与できません〉

1. 現在下痢をしている人、または発熱している人

2. 年以内にけいれん、ひきつけを起乙した人。

3 はしか ・BCG接種を受けてから 1か月以内の人。

4. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

乳児整形外科検診 l
実施日

受付時間

場 所

該 当児

持ち物

11月 29日 (金)

午後 l時-1時 30分

中央公民館

昭和 60年 6月 l日-9月 30日までの出生児。

母子手帳

~~~~~~~~~~~ 

教室

第 回 第 2 回

実施日 11月 5日 (火) 11月 12日 (火)

時 間 午後 1時 30分~

場 所 中央公民館(和室)

対象者 妊娠 5か月以降の妊婦

持ち物 母子手帳・体操のできる服装

テキス卜代 300円

3 種 混 合 予 防 接 種 |

日 時 11月 28日 (木)午後 1時-2時

場 所 中央公民館

該当児 砂 I期......昭和 58年 3月 1日~昭和 58年 8月 31日ま

での出生児0

~II 期 .. .… I 期 3 回を完了して 1 年から 1 年 6 ヶ月以

内の者。

砂昭和 56年 9月 1日~昭和 58年 2月 28日までの出生

児で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

※注意事項など詳しい乙とは広報 9月号または 10月号をど覧くださ

。、.
L
 

不 用 犬 猫 収 集 日 |

日時 11月 22日(金)

午前 10時 20分-10時 25分

場 所 旧役場前 (ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、猫の場

合は必ず麻袋などの丈夫な袋花入れて ヒモ でしっかり封をしてく

f二、さ い。

献血にこ協力ください

輸血用血液の確保は人間の生命を守る重要な仕事ですが、これを達

成するためには、みなさんの協力が必要です。

日 時 11月 7日 (木)午前 9時30分~午後 3時30分

(ただし、11時30分 -12時30分までは受付を休ませ

ていただきますのでど了承ください。)

場 所 昭和町役場前

|第 2次結核レントゲン検診|

町では 9月iと受診できなかった方を対象に下記日程lとより検診を

実施しますので未受診者は必ず受診 して下 さい。

実施日 メヱユ三、 場 時 間

清水新居公会堂 午前 9 : 00 - 9: 30 

西条新田公会堂 午円ij 9: 45 - 10 : 15 

11月14日 西条一区公会堂 午円ij 10: 30 - 11 : 00 

(木)
西条二区第 l公会堂 午円iJ 11: 15 - 12 : 00 

紙漉阿原公会堂 午後 1 : 00 - 1: 30 

押越公会堂 午後 1 : 45 - 2: 15 

中央公民館 午後 2 : 30 -- 3: 30 

築地新居公会堂 午削 9 : 00 -- 9: 30 

飯喰集落センター 午削 9 : 45 --10 : 15 

11月15日 河西公会 堂 午則 10: 30 - 11 : 00 

(金) 上河東一区集会所 午削 11: 15 - 11 : 45 

上河東公会堂 午後 1 : 00 -- 1: 30 

河東中島公会堂 午後 1 : 45 -- 2: 15 

中央 公民館 午後 2 : 30 - 3: 30 

※注意事項など詳しい ζ とは広報 9月号をご覧くださし、。



女
腰
痛
に
つ
い
て

山
梨
医
科
大
学
教
授
(
整
形
外
科
)

わ

岡
本
綾
子
は
腰
痛
の
た
め
に
ス
コ
ア

ー
を
落
と
し
、
北
天
佑
は
腰
が
据
わ
っ

て
い
た
の
で
夏
場
所
優
勝
す
る
な
ど
腰

に
関
す
る
話
題
は
っ
き
ま
せ
ん
。

大
昔
、
ヒ
ト
の
先
姐
は
四
ッ
足
で
大

地
を
駆
け
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
や
が

て
彼
ら
は
立
つ
事
に
興
味
を
覚
え
、
両

あ
し
を
大
地
に
し
っ
か
り
と
踏
み
し
め
、

堂
々
と
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
立
つ
乙
と
に
伴
う
い
ろ
い
ろ
な
病

気
も
ま
た
出
は
じ
め
て
き
ま
し
た
。
腰

痛
や
股
(
ま
た
)
・
膝
(
ひ
ざ
)
の
部

分
の
病
気
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。

一
口
に
腰
痛
症
と
い
っ
て
も
ζ

れ
に

は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
と
種
類
が
あ
り
ま

す
。
統
計
的
に
み
ま
す
と
も
っ
と
も
多

い
の
が
椎
間
板
(
つ
い
か
ん
ば
ん
)
ヘ

ル
ニ
ア
と
腰
筋
痛
症
で
す
。
前
者
は
い

わ
ゆ
る
ギ
ッ
ク
リ
腰
と
よ
ば
れ
る
も
の

で
、
座
骨
神
経
痛
つ
ま
り
両
あ
し
の
し

び
れ
や
い
た
み
を
伴
っ
て
き
ま
す
。
後

者
は
庭
い
じ
り
や
中
腰
で
長
い
間
仕
事

を
し
て
い
た
あ
と
よ
く
起
乙
っ
て
く
る

も
の
で
、

ζ

れ
に
は
あ
し
の
症
状
が
み

ら
れ
ま
せ
ん
。
乙
の
二
つ
が
腰
痛
症
の

双
壁
で
す
が
、
乙
の
ほ
か
に
骨
の
老
化

に
基
づ
く
変
形
性
背
椎
症
や
骨
粗
髪
(

そ
し
よ
う
)
症
、
さ
ら
に
背
椎
分
離
症

つよし報広(10昭和 60年 11月1日発行

赤

松

功

也

や
と
り
症
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
腰
痛
症

が
あ
り
ま
す
。

腰
痛
の
予
防
で
す
が
、
ま
ず
腰
を
曲

げ
た
り
の
ば
し
た
り
す
る
動
作
を
ゆ
っ

く
り
と
や
り
ま
し
ょ
う
。
急
激
な
動
き

は
ギ
ッ
ク
リ
腰
に
つ
な
が
り
ま
す
。
第

こ
に
は
美
し
い
歩
き
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

背
す
じ
を
の
ば
し
膝
も
完
全
に
の
ば
し

て
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
の
で
す
。
背
中
や

腰
を
曲
げ
足
早
に
歩
く
姿
は
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
の
歩
き
方
で
あ
り
、
グ
先
祖
返
り
d

の
状
態
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
第
三
は
日

頃
の
腰
や
背
中
の
体
操
で
す
。
ラ
ジ
オ

体
操
な
ど
で
十
分
で
す
が
、
過
度
に
な

ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
し
て
第
四
は
固
い
寝
具
で
す
。
た
た

み
に
せ
ん
べ
い
布
団
な
ど
は
理
想
的
で

す
。
し
か
し
体
が
冷
え
て
は
腰
を
い
た

め
る
の
で
腰
の
保
温
に
は
注
意
が
肝
要

で
す
。
そ
し
て
腰
痛
を
お
持
ち
の
方
は

そ
れ
乙
そ
じ
っ
く
り
と
「
腰
を
据
え
て
」

治
療
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。
腰
が
し

っ
か
り
と
す
れ
ば
、
心
の
平
静
も
得
ら

れ
ま
し
ょ
う
。
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仁
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思
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刀
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大は
タじ
立む
止
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書
広

三メ、

面を
そ手
の、

子

双
杖
の
汗
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握
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飛
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入
る

奥
飛
騨
は
霧
荒
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し
嶺
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か
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す

小
沢
百
合
子

雁
鳴
く
や
持
病
の
え
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骨
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づ
く

星
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を
仰
ぎ
て
匂
座
へ
秋
深
し

河

田

好

子

え
ミ
ゑ
/
覚
め
て
ち
ち
ろ
の
夜
が
史
け
る

局
引
け
ど
孤
独
の
相
よ
ち
ち
ろ
虫

輿
石
さ
ゑ
代

出
窓
ま
で
と
ど
く
木
犀
ピ
ア
ノ
鳴
る

柘
棺
笑
み
格
子
・
戸
い
つ
も
半
開
き

内
藤
ふ
く
次

さ
わ
や
か
や
黒
部
の
水
を
噛
ん
で
飲
み

稀
と
云
ふ
立
山
晴
や
萩
白
さ

松
岡

満
子

ち
ろ
ろ
鳴
き
夜
の
明
け
そ
め
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都
の
宿

編
む
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荒
れ
し
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入
る
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夜
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が

薬
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哉
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新
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咋
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正
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河
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二
区
中

こ
ん
な
生
活

オ
ラ

l
い
や
だ

学
校
は
ネ
エ

|、

公
園
も

ネ
エ

l
、
川
に
は
橋
も
架
か

っ
て
ネ
エ

|
、
消
防
自
動
車
る

も
ネ
エ
1

、
パ
ト
カ
ー
も
ネ
い

エ
l
、

乙

ん

な

環

境

花

、

れ

あ
な
た
は
、
耐
え
ら
れ
ま
す
い

か
?
こ
ん
な
固
に
あ
な
た
が

は
住
め
ま
す
か
?
「
乙
ん
な
税

国
さ
あ
お
ら
イ
ヤ
ダ
」
と
一一一口
仇

わ
な
い
た
め
に
も
税
金
は
必
な

要
な
の
で
す
。
あ
な
た
の
納
め

め
た
税
金
は
、
こ
れ
ら
の
公
除

共
事
業
関
係
な
ど
に
も
使
わ
一
仰

れ

て

い

ま

す

。

こ

正
し
い
納
税
で
、
乙
の
国

を
も
っ
と
住
み
よ
い
固
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

税のプロムナード
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NOVENBER =霜月(しもつき)

灯国啓月土発間台府記事間業念計強日画化法
(金)

16 
(土) 母子手帳交付及び一般健康相談

先負 友引 日(中央公民館)

不動産鑑定等の街頭無料相談日
17 ⑮ 

(土) (山梨中銀本庖東広場AI0----P4 
先負

2 文化祭・ え民館まつり(中央公

仏滅
民館

18 -(月)
母子手帳交付及び一般健康相談
日(中央公民館) 仏滅

3 
国民の祝日 ⑪ 農文薬化祭~ -:J・公り民(館まつり 19 

(火) きもの着付け教室
文化の日

大安 中央公民館) 大安

4 
振替休日 (月) 文化雪之・公民館まつり(中央公

20 
(水) 版画教室

赤口 民館) 赤口 部 Uハー吐ltE志ーー司・』・d信圃固‘...-盆i'f;)・j 

5 
(火)

fil西産年度条教小西室条F小学~校就民) 学児健康診断 21 
(木)

先勝 安( (中l央公館〉‘ 先勝

6 
(水) 版l歳画教6室ヶ月(児中健央康公民診館査)(中央公民館。22 

小 雪 (金)

友引 友引

(木) ，6t(1献年押度原血押小(原昭P和小12学町:校役30就場~学)前)児健康診断 23 
国民の祝日 (土) 刑務作業製品展示即売会

ア 先負
勤労感謝の日

先負 (甲府刑務所広場・ A9----P3

8 
世界都市計画 (金) ポリオ生ワクチン投与(中央公

24 ⑪ 
の日

仏滅 民館) 仏滅 国体リハーサル大会(町民体育館)

9 
太陽暦採用記 (土)

25 
(月) 社ポ交公リオダ生館ンスワ教ク室チン(追中央加投公民与館()中

念日
大安 大安 央 民)

10 
⑪ 26 

火災予防運動 (火) きもの着付け教室

赤口
--12月2日

赤口

11 
世界平和記念 (月)

27 
(水) 版画教室

日 2歳児歯科検診(中央公民館‘)、
税を知る週間 先勝 先勝

12 
(火) きもの着付け教室 (中央公民館) 2-8 税関記念日 (木)

仏滅 安産教室(中央公民館) 友引 3種混合予防接種(中央公民館)

13 
(水) 版画教室

29 
(金)

大安 乳児健康診査(中央公民館) 先負 乳児整形外科検診(中央公民館)

114 
(木) 乳児健康診査(中央公民館)

30 
(土) 町県民税第 3期納期限

赤口 第 2次結核レントゲン検診 仏滅 国民健康保険税11月分納期限

15 
七五三 (金) 第 2次結核レントゲン検診

先勝

向の乙よお

※
ゴ
ミ
は
町
指
定
の
紙
袋
ま
た
は
荷
札
を

使
用
し
て
出
す
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
必
ず
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

清
潔
で
住
み
良
い
生
活
環
境
を
保
つ
た

め
に
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す
。
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わたしたちの町を

きれいにしよう


